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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

浄
厳
律
師
の
本
不
生
説
に
つ
い
て

藤

谷

厚

生

は
じ
め
に

浄
厳
律
師
（
一
六
三
九
―
一
七
〇
二
）
は
、
字
を
覚
彦
と
言
い
、
妙
極

堂
、
瑞
雲
道
人
な
ど
と
号
し
た
江
戸
前
期
の
真
言
宗
の
学
匠
で
あ
る
。

律
師
は
河
内
国
に
生
ま
れ
、
幼
少
か
ら
高
野
山
に
登
り
顕
密
を
修
学

し
、
後
に
密
教
の
諸
流
を
統
合
し
て
新
安
祥
寺
流
を
創
草
す
る
な
ど
、

特
に
密
教
の
事
相
面
で
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）
に
は
河
内
の
実
家
を
延
命
寺
と
改
め
、
さ
ら
に
江
戸
に
赴

い
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
柳
沢
吉
保
の
推
挙
に
よ
り
、
幕
府

の
助
力
を
受
け
江
戸
湯
島
に
霊
雲
寺
を
開
創
し
、
こ
れ
を
如
法
真
言
律

の
道
場
と
し
て
多
く
の
僧
俗
に
授
戒
す
る
な
ど
、
戒
律
の
普
及
と
真
言

密
教
の
復
興
に
尽
力
し
た
の
で
あ
っ
た
）
1
（

。

浄
厳
律
師
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
上
田
霊
城
氏
の
「
浄
厳
の
三
昧
耶

戒
観
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
一
六
巻
第
一
号
、
一
九
六
七
）
の
論
文
等

が
若
干
あ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
独
自
の
真
言
思
想
に
つ
い

て
、
特
に
こ
こ
で
問
題
と
す
る
本
不
生
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
、

特
徴
に
つ
い
て
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
考
察
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
）
2
（

。
本
稿
で
は
、
江
戸
前
期
の
仏
教
復
興
の
流
れ
の
中
で
、
新

た
に
如
法
真
言
律
を
提
唱
し
、
関
東
を
中
心
に
真
言
宗
の
復
興
を
図
っ

た
浄
厳
律
師
に
つ
い
て
、
律
師
が
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
起
草
し

た
『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
を
テ
キ
ス
ト
資
料
と
し
て
取
り
あ
げ
、
そ
こ

に
見
ら
れ
る
律
師
が
主
張
す
る
本
不
生
説
の
特
色
を
こ
こ
に
明
確
に
し

て
み
た
い
と
思
う
。

一
　
阿
字
の
実
義
と
し
て
の
本
不
生

『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
は
浄
厳
律
師
が
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
七

月
に
真
言
密
教
で
の
修
行
の
要
諦
を
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
問
答
体
で
述

べ
著
し
た
典
籍
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
最
要
の
実
践
修
行
は
阿
字

観
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
、
そ
の
阿
字
の
実
相
を
説
く
上
で
、
ま
ず
本
不

生
が
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。（
以
下
、『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
の
文
章
を
資

料
と
し
て
引
用
）
3
（

）

真
言
修
行
の
要
道
は
、
阿
字
観
に
過
ぐ
る
こ
と
な
し
。
…
三
つ
に
実
相
と

は
、
阿
字
の
実
義
な
り
。
そ
の
実
義
を
云
わ
ば
、
一
切
諸
法
本
不
生
（
大
日
経
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の
文
な
り
）
と
て
、
あ
り
と
し
あ
ら
ゆ
る
天
地
の
間
の
万
物
よ
り
、
仏
菩
薩
も

地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
間
、
諸
天
も
悉
く
み
な
本
来
本
有
に
し
て
、

始
め
も
な
く
終
わ
り
も
な
し
。
生
ず
る
に
似
た
れ
ど
も
、
今
始
め
て
生
ず
る
に

あ
ら
ず
。
ま
た
昔
生
じ
た
る
に
も
あ
ら
ず
。
滅
す
る
に
似
た
れ
ど
も
、
今
始
め

て
滅
す
る
に
あ
ら
ず
。
後
に
必
ず
滅
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
常
住
に
し
て
動
転

す
る
こ
と
な
く
、
遷
変
す
る
こ
と
な
し
と
知
る
。
こ
れ
を
本
不
生
の
実
義
と
云

う
な
り
。
但
し
こ
の
義
は
、
甚
深
幽
玄
に
し
て
、
…
た
だ
仏
の
み
能
く
こ
の
真

実
を
明
ら
め
た
ま
え
り
。
縦
使
、
文
殊
、
弥
勒
、
普
賢
、
観
音
の
如
き
大
菩
薩

も
、
自
分
に
て
は
解
知
す
る
こ
と
あ
た
わ
ず
。
…
こ
の
故
に
こ
の
位
は
、
法
相

（
弥
勒
の
法
門
）、
三
論
（
文
殊
の
法
門
）、
天
台
（
観
音
の
法
門
）、
華
厳
（
普

賢
の
法
門
）
の
四
宗
大
乗
の
知
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
た
だ
、
真
言
一
宗
の
み

大
日
如
来
よ
り
嫡
嫡
相
承
し
て
今
日
ま
で
伝
え
知
る
も
の
な
り
。

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
一
頁
下
段
）

ま
ず
阿
字
観
の
要
諦
と
し
て
、
阿
字
の
実
義
（
真
実
の
意
味
）
が
説

か
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
一
切
諸
法
は
本
不
生
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
大
日
経
』
の
文
を
受
け

て
、
阿
字
門
が
一
切
諸
法
本
不
生
で
あ
る
こ
と
を
開
示
す
る
要
道
だ
と

主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、「
本
不
生
」
を

「
悉
く
み
な
本
来
本
有
に
し
て
、
始
め
も
な
く
終
わ
り
も
な
し
。」
と
あ

る
よ
う
に
、「
本
有
」
の
意
味
と
し
て
本
不
生
を
定
義
づ
け
て
い
る
点

で
あ
る
。
本
有
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
生
じ
た
も
の
で
も
な
く
、
ま
た

滅
す
る
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
常
住
不
変
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
れ
が

本
不
生
の
真
実
義
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
本
不
生
の

本
有
の
義
は
、
誠
に
奥
深
く
凡
夫
が
到
底
理
解
で
き
る
も
の
で
も
な

く
、
文
殊
や
弥
勒
な
ど
の
大
菩
薩
に
も
理
解
は
難
し
く
、
法
相
、
三

論
、
天
台
、
華
厳
の
他
の
大
乗
四
宗
で
も
知
り
得
な
い
境
地
で
あ
る
と

さ
れ
、
真
言
の
教
門
に
の
み
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
大
日
如
来
か
ら
師

資
相
承
し
て
教
え
伝
え
ら
れ
た
真
髄
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
。

問
う
。
禅
宗
は
諸
宗
に
超
え
て
教
外
別
伝
と
て
、
師
家
の
示
し
に
任
す
る
に

は
あ
ら
ず
。
た
だ
、
自
己
に
返
照
し
工
夫
し
て
悟
道
す
る
を
本
意
と
す
。
…

今
、
真
言
の
実
義
は
師
の
教
え
を
待
っ
て
解
す
る
と
云
え
ば
、
禅
門
の
心
地
に

は
頗
る
劣
れ
る
に
や
如
何
。

答
う
。
教
を
待
た
ざ
れ
ど
も
自
得
す
る
は
、
法
の
勝
れ
た
る
規
模
に
は
あ
ら

ず
。
た
だ
、
こ
れ
機
の
勝
れ
た
る
故
な
り
。
…
声
聞
は
鈍
根
な
る
が
故
に
他
に

教
え
ら
れ
、
独
覚
は
利
根
な
る
が
故
に
自
悟
す
と
云
う
こ
と
、
経
論
に
明
ら
か

に
見
え
た
る
と
こ
ろ
な
り
。
禅
法
も
機
の
鈍
な
る
は
、
始
め
は
先
に
教
え
ら
れ

ず
ん
ば
、
何
を
拠
と
し
て
か
至
る
こ
と
を
得
べ
き
や
。

さ
て
真
言
法
は
、
必
ず
仏
の
教
に
依
ら
ざ
れ
ば
、
解
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
云

う
は
、
そ
の
理
、
究
竟
最
上
に
し
て
大
菩
薩
も
そ
の
境
界
に
あ
ら
ざ
る
故
な

り
。
…
こ
こ
を
以
て
、
密
宗
は
師
資
相
承
を
以
て
規
模
と
す
。
然
る
と
き
は
、

自
ら
工
夫
し
て
得
る
は
、
な
お
そ
の
理
の
浅
き
故
な
り
。
他
に
教
え
ら
れ
ざ
れ

ば
入
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
は
、
却
て
そ
の
理
の
深
き
故
な
り
と
知
る
べ
し
。

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
四
頁
上
段
）

次
に
禅
宗
の
教
導
方
法
と
対
比
し
て
、
本
不
生
の
理
（
悟
り
の
内
容
）

の
優
位
性
が
説
か
れ
る
。
真
言
の
実
義
に
よ
れ
ば
、
師
か
ら
直
接
教
え

ら
れ
て
、
真
実
義
を
理
解
し
悟
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
己
に
照
ら
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し
て
内
省
し
て
得
ら
れ
る
禅
宗
の
悟
り
の
境
地
に
比
べ
て
、
さ
ら
に
劣

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
義
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
の
答
弁
は
、
他
か
ら
教
わ
る
こ
と
な
く
し
て
自
ら
悟

る
の
は
、
そ
の
人
（
悟
る
側
）
の
機
根
が
優
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

法
（
悟
り
の
内
容
の
側
）
が
勝
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
と
い
う
。
つ
ま

り
真
言
の
教
え
で
は
、
必
ず
仏
の
教
え
に
よ
ら
ね
ば
理
解
で
き
な
い
と

い
う
の
は
、
そ
の
理
（
悟
り
の
内
容
）
が
究
極
最
上
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
禅
宗
の
悟
り
よ
り
真
言
の

方
、
つ
ま
り
本
不
生
の
理
の
方
が
よ
り
奥
深
く
、
そ
の
境
地
が
高
邁
で

あ
る
と
し
て
、
そ
の
優
位
性
が
力
説
さ
れ
る
。

禅
密
の
理
の
浅
深
は
、
本
不
生
の
理
を
明
か
す
に
、
自
ず
か
ら
あ
ら
わ
る
べ

し
。
先
ず
本
不
生
の
義
を
広
説
せ
ば
、
凡
そ
こ
れ
に
相
濫
す
る
こ
と
多
し
。
…

先
ず
正
見
に
似
た
る
邪
見
を
弁
知
す
べ
し
。
一
に
は
、
本
不
生
と
云
う
は
、
本

は
生
ぜ
ず
と
云
う
義
な
り
と
意
得
て
、
目
前
歴
歴
た
る
と
こ
ろ
の
万
法
は
因
縁

よ
り
起
こ
る
。
因
縁
未
合
せ
ざ
る
已
前
に
は
一
物
も
無
し
。
故
に
、
本
は
生
ぜ

ず
と
云
う
な
り
と
解
す
。
こ
れ
天
台
宗
に
…
一
念
不
生
の
処
を
強
い
て
中
道
と

号
す
る
と
。
三
論
宗
に
…
因
縁
生
の
故
に
自
性
無
し
。
自
性
無
き
が
故
に
、
畢

竟
し
て
空
な
り
。
…
ま
た
因
縁
生
と
は
談
ぜ
ざ
れ
ど
も
、
禅
家
に
本
来
無
一
物

と
云
う
も
こ
れ
に
同
じ
。
二
に
は
、
ま
た
一
類
の
人
、
錯
っ
て
解
す
る
こ
と
あ

り
。
謂
く
、
本
不
生
は
本
有
の
義
な
り
。
本
有
と
云
う
は
、
松
は
何
も
松
な

り
。
竹
は
何
も
竹
な
り
。
人
は
三
世
に
人
な
り
。
畜
は
三
世
に
畜
な
り
と
思
う

族
あ
り
。
こ
れ
は
外
道
の
常
見
に
全
く
同
じ
な
れ
ば
、
こ
の
二
義
共
に
謬
見
な

り
。
ま
た
華
厳
宗
に
真
如
の
理
性
よ
り
、
自
ず
か
ら
万
法
を
生
ず
と
云
う
も
こ

れ
な
り
。 

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
五
頁
下
段
）

さ
ら
に
、
禅
宗
と
密
教
と
で
の
理
の
浅
深
を
峻
別
す
る
上
で
、
本
不

生
の
理
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
本
不
生
の
義

を
広
説
す
る
と
、
却
っ
て
紛
ら
わ
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
不
生

の
意
味
を
誤
っ
て
と
ら
え
て
い
る
邪
見
（
謬
説
）
を
あ
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
相
違
を
明
確
に
す
る
訳
で
あ
る
。
第
一
に
「
本
不
生
」

を
「
本
は
生
ぜ
ず
」
と
捉
え
る
謬
見
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
大
乗
諸

宗
で
は
、
目
前
に
あ
る
万
法
は
因
縁
よ
り
起
こ
り
、
因
縁
が
ま
だ
合
せ

な
い
以
前
に
は
、
一
物
も
存
在
し
な
い
と
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。
天
台

宗
で
は
一
念
も
生
じ
な
い
処
を
中
道
と
説
き
、
あ
る
い
は
三
論
宗
で
は

因
縁
生
に
よ
っ
て
空
を
、
ま
た
禅
宗
で
「
本
来
無
一
物
」
と
説
く
の
も

こ
れ
に
同
じ
だ
と
し
、
こ
れ
ら
は
「
本
は
生
ぜ
ず
」
と
見
る
、
つ
ま
り

空
で
あ
る
と
か
、
無
で
あ
る
と
し
て
「
本
不
生
」
を
捉
え
る
見
解
で
あ

り
、
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
さ
ら
に
、
第
二
に
は
、「
本

不
生
」
を
常
見
的
な
本
有
と
見
る
誤
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
有
と
言
う

こ
と
を
、
竹
は
い
つ
ま
で
も
竹
で
あ
り
、
人
は
三
世
に
渡
り
人
で
あ
る

な
ど
と
と
見
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
外
道
の
常
見
と
変
わ
ら
な
い
の

で
、
こ
れ
ま
た
謬
見
で
あ
る
と
論
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
華
厳
宗
の
よ
う

に
真
如
の
理
性
か
ら
、
自
ず
か
ら
万
法
が
生
じ
る
と
言
う
見
方
で
「
本

不
生
」
を
捉
え
る
の
も
誤
り
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は

他
の
大
乗
諸
宗
の
見
解
で
あ
る
無
自
性
空
の
立
場
で
捉
え
る
本
不
生
の
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理
解
を
、
す
べ
て
謬
見
と
し
て
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

二
　
一
切
諸
法
は
そ
れ
ぞ
れ
万
法
を
具
す

さ
て
、
真
実
の
本
不
生
の
義
と
云
う
は
、
一
切
色
心
の
諸
法
、
各
の
一
一
に
万

法
を
具
え
た
り
。
…
た
だ
今
は
人
に
し
て
、
人
の
形
を
具
え
た
れ
ば
人
と
名
づ

く
れ
ど
も
、
も
し
一
念
、
瞋
恚
を
起
こ
す
と
き
は
、
即
ち
地
獄
の
火
な
り
。
一

念
の
慳
悕
を
起
こ
せ
ば
、
即
ち
餓
鬼
の
飢
渇
と
成
る
。
…
も
し
十
二
因
縁
を
観

ぜ
ば
、
縁
覚
な
り
。
も
し
自
ら
を
利
し
、
他
を
利
す
る
心
お
こ
ら
ば
、
即
ち
菩

薩
な
り
。
も
し
諸
法
の
本
不
生
を
観
ぜ
ば
、
即
ち
仏
の
心
な
り
。
頼
耶
の
別
種

子
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
能
く
弁
ず
べ
し
。
か
く
の
如
く
人
の
心
に
本
よ
り
十
界

を
具
え
た
り
。
自
余
の
九
界
に
も
、
ま
た
各
余
の
九
界
を
具
え
た
り
。
こ
れ
を

新
た
に
そ
れ
ぞ
れ
の
心
起
と
見
る
は
、
四
宗
大
乗
及
び
禅
門
の
意
な
り
。
本
有

な
る
が
故
に
、
縁
に
依
て
顕
る
る
と
云
う
は
真
言
の
意
な
り
。
…
仏
は
こ
の
本

有
の
理
に
通
達
し
た
ま
う
が
故
に
、
自
他
平
等
に
し
て
、
能
く
他
の
心
を
知

り
、
能
く
無
量
の
形
を
変
現
す
。
…
み
な
本
有
の
法
な
る
が
故
に
、
本
よ
り
具

わ
り
た
る
が
、
不
図
あ
ら
わ
る
る
な
り
。
…
か
く
の
如
く
、
万
法
に
歴
て
各
各

に
万
法
を
具
え
た
り
と
知
る
。
こ
れ
を
本
不
生
の
知
見
と
云
う
な
り
。

 

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
六
頁
上
段
）

そ
れ
で
は
、
ど
う
捉
え
る
の
が
正
し
い
本
不
生
の
義
（
意
味
）
で
あ

る
の
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
真
実
の
本
不
生
の
義
は
、「
一
切
色
心
の

諸
法
は
、
各
々
そ
れ
ぞ
れ
に
万
法
を
兼
ね
備
え
て
い
る
」
と
い
う
見
解

で
あ
る
。
つ
ま
り
我
々
衆
生
は
自
身
の
心
に
十
界
を
具
え
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
の
衆
生
が
他
の
九
界
を
具
え
て
い
る
と
い
う

十
界
互
具
の
立
場
が
こ
こ
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
十
界
互
具
の
概
念
は
、

も
と
は
法
華
経
な
ど
に
基
づ
い
て
説
か
れ
る
天
台
の
思
想
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
諸
法
が
万
法
を
兼
ね
備
え
て
い
る
喩
え
と
し
て
、
十
界
互
具

の
例
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
法
相
唯
識
で
は
、
阿
頼
耶
識
の
種
子

の
現
行
に
よ
っ
て
十
界
の
別
が
生
起
す
る
と
見
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
、
頼
耶
縁
起
の
種
子
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
も
な
い
と
否
定
さ

れ
、
こ
う
い
っ
た
十
界
が
新
た
に
各
々
の
心
か
ら
生
起
す
る
と
見
る
の

は
、
法
相
、
三
論
、
天
台
、
華
厳
な
ど
の
大
乗
四
宗
や
禅
宗
の
見
解
で

あ
り
、
縁
に
よ
っ
て
本
有
の
心
か
ら
顕
れ
る
と
見
る
の
が
、
真
言
宗
の

見
解
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
万
法
が
各
々
万
法
を
具
え

て
い
る
と
見
る
見
解
を
「
本
不
生
の
知
見
」
と
こ
こ
で
は
定
義
づ
け
て

い
る
。凡

そ
、
本
不
生
の
実
義
を
事
に
因
て
近
く
云
わ
ば
、
仮
令
ば
こ
こ
に
一
の
方

木
あ
ら
ん
。
こ
れ
を
四
の
角
を
お
と
せ
ば
、
八
角
と
成
る
。
な
お
そ
の
角
を
悉

く
お
と
せ
ば
、
円
く
成
る
。
…
か
く
の
如
く
様
様
に
す
る
に
、
こ
の
方
木
に
四

角
、
八
角
、
円
、
三
角
、
半
月
、
長
短
、
高
下
、
麄
細
、
厚
薄
の
十
三
の
形
あ

り
。
然
る
に
智
慧
あ
る
人
は
、
方
木
に
一
刀
を
も
下
さ
ざ
れ
ど
も
、
心
を
以
て

思
惟
し
て
十
三
の
形
を
具
え
た
り
と
知
る
。（
こ
れ
仏
の
知
見
の
如
し
。）
愚
人

は
断
割
せ
ざ
れ
ば
、
た
だ
方
木
と
の
み
知
る
。
種
種
に
断
割
し
た
る
時
、
始
め

て
こ
れ
は
八
角
な
り
、
こ
れ
は
円
な
り
、
こ
れ
は
三
角
な
り
等
と
見
る
。（
こ

れ
、
凡
夫
の
因
縁
よ
り
生
ず
と
見
る
知
見
な
り
。）

密
教
に
は
始
め
よ
り
具
え
た
る
処
を
示
す
が
故
に
、
本
不
生
と
説
く
。
顕
教

に
は
、
縁
を
寄
せ
て
顕
れ
た
る
処
を
愚
人
の
心
に
随
っ
て
示
す
が
故
に
、
無
生

と
説
き
（
未
だ
断
割
せ
ざ
る
時
の
如
し
）、
或
い
は
因
縁
生
と
説
く
（
断
割
し
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て
後
の
如
し
）。
禅
門
の
意
は
、
無
生
を
示
す
。
…
こ
れ
を
以
て
見
る
に
、
密

教
は
未
だ
第
二
に
落
ち
ざ
る
処
に
於
い
て
、
歴
歴
と
し
て
万
法
具
え
た
る
を
、

極
大
頓
機
の
為
に
説
く
。
自
余
の
諸
経
は
次
次
の
下
劣
の
機
の
為
に
説
き
示
す

が
故
に
、
一
物
も
無
き
処
を
本
来
本
分
と
示
す
。
真
言
宗
と
諸
宗
と
の
勝
劣
、

爰
に
明
ら
か
な
り
。
…
も
し
仏
智
を
以
て
見
ば
、
一
切
諸
法
み
な
悉
く
か
く
の

如
く
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
凡
夫
は
無
始
よ
り
已
来
の
無
明
（
愚
痴
を
云
う
な

り
）
厚
き
が
故
に
、
…
万
法
に
通
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
も
し
、
こ
の
本

不
生
の
理
を
決
定
し
て
信
知
す
る
と
き
は
、
自
身
に
本
来
仏
智
を
具
え
た
り
と

知
る
。
ま
た
諸
の
作
業
、
み
な
仏
の
所
作
な
り
と
解
す
る
を
以
て
、
成
仏
す
る

こ
と
甚
速
な
り
。 

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
八
頁
下
段
）

さ
ら
に
、
本
不
生
の
実
義
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
分
か
り
易
く
例
を

以
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
四
角
の
木
板
が
あ
り
、
そ
の
角
を

切
り
落
と
せ
ば
八
角
に
な
り
、
さ
ら
に
切
り
落
と
せ
ば
次
第
に
円
形
に

な
る
よ
う
に
、
切
り
方
次
第
で
四
角
の
木
板
が
十
三
の
パ
タ
ー
ン
の
形

に
変
化
す
る
と
い
う
。
智
慧
の
あ
る
人
は
、
思
惟
し
て
元
の
木
板
の
中

に
十
三
の
形
が
備
わ
っ
て
い
る
と
悟
り
知
る
（
仏
の
知
見
）
の
で
あ
り
、

愚
か
な
人
は
ま
だ
切
断
し
な
け
れ
ば
、
単
な
る
四
角
の
木
板
で
あ
る
と

し
か
見
ず
、
断
割
し
て
は
じ
め
て
様
々
な
形
を
理
解
す
る
（
凡
夫
の
知

見
）
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
真
言
密
教
は
、
は
じ
め
よ
り
様
々

な
形
、
つ
ま
り
万
法
を
具
え
た
処
を
説
き
示
す
の
で
、
こ
れ
を
「
本
不

生
」
と
し
て
説
く
の
で
あ
り
、
他
の
顕
教
は
こ
れ
を
「
無
生
」（
ま
だ
裁

断
す
る
前
の
形
の
よ
う
な
場
合
）
と
か
、
ま
た
は
「
因
縁
生
」（
裁
断
し
て
変

形
し
た
後
の
よ
う
な
場
合
）
と
説
く
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
真

言
密
教
は
、
ま
だ
次
の
展
開
に
移
る
前
に
歴
然
と
万
法
を
具
え
て
い
る

こ
と
を
、
機
根
の
優
れ
た
極
大
頓
機
の
衆
生
の
た
め
に
説
い
た
教
え
で

あ
り
、
他
の
大
乗
諸
経
は
さ
ら
に
機
根
の
劣
っ
た
衆
生
の
た
め
に
説
き

示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
こ
に
述
べ
る
。
本
来
、
仏
智
を
も
っ
て
見

れ
ば
、
一
切
諸
法
は
悉
く
万
法
を
互
い
に
具
え
て
い
る
と
分
か
る
の
で

あ
る
が
、
凡
夫
は
無
明
が
厚
い
の
で
、
万
法
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
。
た
だ
、
こ
の
本
不
生
の
理
を
信
知
す
る
時
は
、
自
身
に
仏

智
を
具
え
て
い
る
と
理
解
で
き
る
と
さ
れ
る
。

三
　
大
乗
諸
宗
の
教
え
は
仏
の
方
便

問
う
。
前
に
聞
き
つ
る
は
、
本
不
生
に
あ
ら
ざ
る
は
、
み
な
邪
見
な
り
と
。

も
し
爾
ら
ば
、
法
相
、
三
論
、
天
台
、
華
厳
及
び
禅
宗
に
、
本
源
の
法
性
は
寂

滅
無
相
な
り
と
云
う
は
、
み
な
邪
見
な
る
べ
し
や
。
…

答
う
。
大
日
経
に
云
わ
く
、
離
於
邪
見
通
達
正
見
（
已
上
）。
こ
の
正
見
と

云
う
は
、
本
不
生
の
実
義
な
り
。
こ
こ
に
知
ん
ぬ
本
不
生
の
外
の
見
解
は
、
み

な
邪
見
な
り
と
云
う
こ
と
を
。
但
し
邪
見
と
云
え
ば
と
て
、
外
道
の
断
見
、
常

見
の
因
果
を
撥
無
す
る
が
如
く
に
は
あ
ら
ず
。
…
さ
れ
ど
も
仏
法
は
、
因
縁
生

の
義
を
本
と
し
て
因
果
を
立
つ
る
が
故
に
、
人
を
悪
く
す
る
こ
と
は
無
き
な

り
。
…
仏
の
意
に
は
、
無
生
の
理
を
至
極
と
は
欲
せ
ざ
れ
ど
も
、
衆
生
の
執
着

を
払
わ
ん
為
に
、
権
に
寂
滅
を
至
極
と
説
き
た
ま
う
な
り
。
…
然
れ
ば
、
諸
宗

は
み
な
仏
の
方
便
の
片
端
を
、
一
づ
つ
取
っ
て
、
面
々
に
こ
れ
を
至
極
と
思
え

る
な
り
。
も
し
こ
れ
は
至
極
に
は
あ
ら
ず
と
知
る
時
は
、
偏
見
、
邪
見
に
は
あ

ら
ず
。
こ
れ
の
み
至
極
な
り
と
執
す
る
時
は
、
仏
法
な
が
ら
邪
見
と
成
る
な
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り
。  

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
十
頁
下
段
）

さ
ら
に
、
先
に
「
本
不
生
」
の
見
解
で
な
け
れ
ば
、
み
な
誤
り
の
邪

見
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
が
、
法
相
、
三
論
、
天
台
、
華
厳
ま
た
禅
宗

な
ど
に
、
究
極
的
な
本
源
の
法
性
は
「
寂
滅
無
相
」
で
あ
る
と
説
く
の

は
、
み
な
邪
見
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

仏
が
こ
れ
を
衆
生
に
説
い
た
の
は
、
邪
見
を
教
え
た
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
義
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
主
張
は
、
こ
こ
で
の
正
見
と
は
「
本
不
生
の
実
義
」

で
あ
り
、
本
不
生
の
見
解
以
外
は
す
べ
て
邪
見
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
邪
見
と
は
言
う
も
の
の
、
外
道
の
断
見
や
常
見
の
よ
う
な
因
果

の
道
理
を
完
全
に
無
視
し
て
信
じ
な
い
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
一
局
に

偏
っ
た
見
解
で
あ
る
か
ら
邪
見
と
い
う
の
で
あ
り
、
他
の
大
乗
の
教
え

は
邪
見
と
は
言
っ
て
も
、
因
果
の
道
理
を
説
く
の
で
、
人
を
悪
く
す
る

こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。

ま
た
仏
が
邪
見
を
教
え
た
と
の
疑
難
に
つ
い
て
は
、
仏
は
無
生
の
理
を

最
高
の
教
え
と
は
考
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
衆
生
の
執
着
を
払
い

の
け
る
た
め
に
、
仮
に
方
便
と
し
て
寂
滅
を
最
高
の
教
え
と
し
て
説
い
た

の
で
あ
り
、
決
し
て
偽
り
で
は
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
大
乗
諸
宗
の
教

え
は
ど
れ
も
仏
の
方
便
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
教
え
こ
そ
が
最

高
の
教
え
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
故
、
各
々

の
教
え
こ
そ
が
必
ず
し
も
最
高
で
あ
る
訳
で
は
な
い
と
見
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
邪
見
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
最
高
だ
と
固
執
し
て
見
る

時
は
、
ど
れ
も
邪
見
と
な
る
の
で
あ
る
と
こ
こ
で
は
強
調
さ
れ
る
。

問
う
。
も
し
然
ら
ば
真
言
宗
の
本
不
生
も
、
も
し
こ
れ
真
実
な
り
と
執
せ

ば
、
ま
た
邪
見
な
る
べ
し
や
。

答
う
。
尤
も
爾
り
な
り
。
本
不
生
を
麄
く
意
得
て
、
こ
れ
を
真
実
な
り
と
執

せ
ば
邪
見
な
り
。
能
く
本
不
生
を
明
ら
む
る
時
は
、
こ
れ
に
諸
義
を
具
え
た
る

が
故
に
、
た
だ
無
生
の
義
、
因
縁
生
の
義
の
み
に
非
ず
。
…
荘
老
孔
子
の
教
、

揚
朱
墨
翟
が
説
ま
で
も
、
み
な
悉
く
法
界
の
一
門
、
万
徳
の
一
徳
な
れ
ば
、
何

も
捨
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
…
但
し
本
不
生
の
実
義
も
執
せ
ば
、
邪
見
な
る
べ
き

か
と
云
う
事
は
、
本
不
生
の
真
実
を
能
く
解
し
た
る
者
は
、
一
義
を
も
執
す
る

事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
…
か
く
の
如
く
諸
見
に
自
在
を
得
て
、
一
見
に
も
滞
ら

ず
。
滞
ら
ざ
る
と
き
は
邪
見
に
あ
ら
ず
。
こ
れ
を
真
実
の
仏
知
見
と
は
云
う
な

り
。 

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
一
二
頁
上
段
）

ま
た
次
に
、
も
し
真
言
宗
の
本
不
生
の
教
え
も
、
こ
れ
が
真
実
で
あ

る
と
固
執
す
れ
ば
、
邪
見
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に
つ
い

て
も
、
本
不
生
を
粗
雑
に
捉
え
て
、
こ
れ
の
み
真
実
だ
と
固
執
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
邪
見
に
な
る
と
い
う
。
よ
く
本
不
生
の
意
義
を
明
確
に

理
解
す
る
時
は
、
そ
れ
が
諸
義
（
あ
ら
ゆ
る
意
味
）
を
兼
ね
備
え
て
い
る

故
に
、
大
小
乗
諸
宗
の
教
え
も
、
ま
た
諸
子
百
家
の
教
え
さ
え
も
、
み

な
す
べ
て
法
門
の
一
門
、
万
徳
の
一
徳
を
表
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
の
見
解

に
お
い
て
自
由
自
在
に
通
達
し
、
一
見
解
に
も
止
ま
ら
な
い
な
ら
ば
、
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そ
れ
は
邪
見
で
は
な
く
、
ま
さ
に
真
実
の
仏
の
知
見
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

四
　
六
大
に
万
法
を
具
し
て
本
有
常
恒
と
み
る

問
う
。
天
台
宗
に
一
念
三
千
の
法
門
を
談
ず
る
も
、
真
言
の
本
不
生
と
同
じ

か
る
べ
し
や
。

答
う
。
似
た
る
こ
と
は
似
た
れ
ど
も
、
全
く
同
じ
に
は
あ
ら
ず
。
そ
の
故

は
、
天
台
に
は
真
如
無
相
の
空
理
を
一
心
と
名
づ
け
て
、
…
三
千
の
諸
法
を
具

す
と
立
て
る
な
り
。
真
言
宗
に
は
空
理
を
本
源
と
す
る
に
は
あ
ら
ず
。
地
水
火

風
空
識
（
識
と
云
う
は
心
な
り
）
の
六
大
を
本
体
と
し
て
、
万
法
み
な
こ
の
六

大
を
体
と
す
。
六
大
の
処
に
万
法
挙
げ
て
有
と
立
て
る
な
り
。
こ
の
故
に
、
一

微
塵
ま
で
も
万
法
を
具
し
て
、
本
有
常
恒
な
り
。
ま
た
次
に
、
天
台
に
は
た
だ

一
心
に
諸
法
を
具
す
る
う
わ
さ
の
み
に
し
て
、
分
明
に
事
に
歴
て
修
行
す
る
こ

と
な
し
。
真
言
に
は
、
一
字
に
無
量
の
義
を
具
し
、
一
印
に
無
辺
の
徳
を
あ
ら

わ
し
、
一
心
の
中
に
諸
尊
を
観
想
す
。
…
諸
宗
に
超
過
し
た
る
法
門
な
り
。
能

く
能
く
こ
れ
を
味
わ
う
べ
し
。
な
お
本
不
生
の
義
、
無
量
無
辺
に
し
て
劫
を
歴

て
も
尽
く
し
が
た
し
。
面
に
臨
ん
で
決
す
べ
し
。

元
禄
三
年
庚
午
七
月
十
四
夜
草
草
而
記　

伝
密
乗
沙
門
浄
厳 

 

 

（『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
一
三
頁
下
段
）

最
後
の
問
い
で
は
、
先
に
十
界
互
具
で
あ
り
諸
法
が
万
法
を
兼
ね
備

え
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
天
台
宗
で
説
か
れ
る
一
念
三

千
の
法
門
は
、
真
言
で
説
く
所
の
本
不
生
の
教
説
と
同
じ
で
は
な
い
の

か
と
い
う
疑
義
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
の
答
釈
で
は
、
天
台
で
は
真
如
無
相
の
空
理
を
一
心

と
名
づ
け
て
、
一
心
起
こ
る
時
、
そ
の
一
心
に
三
千
の
諸
法
を
兼
ね
備

え
る
と
い
う
一
念
三
千
の
法
門
を
立
て
る
。
真
言
宗
は
空
理
を
本
源
と

し
て
立
て
る
こ
と
は
な
く
、
六
大
を
本
体
と
し
て
立
て
、
六
大
に
万
法

を
具
す
と
見
て
、
本
有
常
恒
な
る
こ
と
を
説
く
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は

天
台
は
空
理
を
本
と
し
て
、
一
心
生
起
す
る
と
き
に
同
時
に
三
千
の
諸

法
を
兼
ね
る
と
見
る
の
に
対
し
、
真
言
は
あ
く
ま
で
本
有
で
あ
り
、
六

大
を
本
体
と
し
て
、
六
大
の
中
に
万
法
が
す
で
に
兼
ね
備
え
ら
れ
て
い

る
と
見
る
と
い
う
点
が
明
確
な
相
違
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、

真
言
で
は
阿
字
観
の
よ
う
に
、
一
字
に
無
量
の
義
を
具
足
し
、
一
印
に

無
限
の
徳
を
顕
示
し
、
一
心
の
中
に
諸
尊
を
観
想
す
る
と
い
う
三
密
加

持
の
修
行
、
即
ち
諸
法
が
万
法
を
具
す
こ
と
を
感
得
す
る
実
践
の
修
行

が
あ
る
と
力
説
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
他
宗
と
は
違
う
と
い
う
真
言

宗
の
特
異
性
や
優
位
性
が
強
調
さ
れ
る
。
最
後
に
、
本
不
生
の
意
義
は

無
量
無
辺
で
あ
り
、
自
ら
実
践
修
行
を
し
て
そ
れ
を
悟
り
解
決
す
る
よ

う
教
示
し
て
こ
の
論
説
は
終
え
ら
れ
て
い
る
。

む
す
び

以
上
の
よ
う
に
、
浄
厳
律
師
は
教
相
判
釈
的
な
姿
勢
で
、
真
言
宗
で

の
本
不
生
を
本
有
常
恒
と
解
釈
し
、
そ
の
本
不
生
の
知
見
が
他
の
大
乗

諸
宗
よ
り
す
ぐ
れ
た
見
解
、
悟
り
の
境
地
で
あ
る
と
説
く
こ
と
で
、
そ

の
優
位
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
特
に
当
時
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浄
厳
律
師
の
本
不
生
説
に
つ
い
て
（
藤

谷
）

盛
ん
に
広
ま
っ
て
い
た
禅
宗
な
ど
の
教
説
を
批
判
牽
制
し
、
さ
ら
に
本

不
生
を
無
自
性
空
の
立
場
で
意
義
づ
け
る
他
の
大
乗
諸
宗
の
見
解
を
否

定
し
、
天
台
や
華
厳
な
ど
の
教
説
を
取
り
入
れ
、「
万
法
が
万
法
を
具

す
と
い
う
」
独
自
の
見
解
に
よ
っ
て
、
従
来
に
見
ら
れ
な
い
新
た
な
本

有
常
住
説
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
宗
祖
弘
法
大
師
の
唱
え

た
六
大
体
大
説
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、「
六
大
に
万
法
を
具
す
と
み

て
本
有
常
恒
な
る
」
と
解
釈
意
義
づ
け
た
こ
と
は
、
本
不
生
の
本
有
常

住
説
を
以
て
、
六
大
体
大
説
と
阿
字
体
大
説
を
統
合
的
に
意
義
づ
け
よ

う
と
い
う
強
い
意
図
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
も
の
と
推
測
す
る
。

律
師
が
そ
の
著
述
に
お
い
て
、
本
不
生
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
に

は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
『
悉
曇
三
密
鈔
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
に
は
本
不
生
を
本
有
と
提
起
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
本
不
生
説
の

内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
本
稿
の
『
真
言
修

行
大
要
鈔
』﹇
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）﹈
を
以
て
、
初
め
て
明
確
に
そ

の
内
容
、
特
性
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
律
師

は
そ
の
翌
年
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
、『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
で
の

本
不
生
説
を
敷
衍
す
る
形
式
で
『
弁
惑
指
南
』
を
撰
述
刊
行
し
て
、
他

宗
と
の
教
判
の
中
で
本
不
生
説
を
基
底
に
、
真
言
の
優
位
性
を
説
く
の

で
あ
る
が
、
こ
の
書
が
広
く
市
井
に
流
布
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
宗
門

の
教
学
に
大
き
な
論
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
智

山
の
運
敞
僧
正
が
『
弁
惑
指
南
』
の
本
有
常
住
説
の
反
駁
書
と
し
て
、

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
『
本
不
生
顕
密
同
異
義
』
を
著
述
刊
行
し

た
こ
と
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
論
争
の
顛
末
と
内
容
の
検
討
に
つ
い
て

は
今
後
の
研
究
を
待
つ
こ
と
と
し
て
、
特
に
本
稿
で
は
浄
厳
律
師
の
本

不
生
説
の
内
容
、
そ
の
特
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
次
第
で
あ
る
。

1　

浄
厳
律
師
に
つ
い
て
は
、
上
田
一
九
七
九
、
藤
谷
厚
生
「
浄
厳
律
師
の
戒

律
観
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
一
号
、
二
〇
一
六
）

二
六
頁
以
下
を
参
照
。

2　

こ
れ
ま
で
宗
門
で
は
、
浄
厳
律
師
の
本
不
生
説
を
「
本
有
常
住
説
」、

こ
れ
に
反
駁
す
る
智
山
の
運
敞
僧
正
の
そ
れ
を
「
無
自
性
空
説
」
と
一
言

述
べ
る
だ
け
で
、
そ
の
内
容
の
相
違
、
特
徴
を
詳
細
に
検
討
す
る
研
究
論

考
は
見
ら
れ
な
い
。
宮
坂
宥
勝
「
阿
字
本
不
生
再
考
」（
智
山
学
報
第

四
七
輯
、
一
九
九
八
）
五
四
頁
参
照
。

3　

本
稿
で
の
『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
の
本
文
は
、
藤
谷
二
〇
一
七
の
中
で

テ
キ
ス
ト
『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
の
翻
刻
・
語
注
を
行
っ
た
の
で
、
こ
れ

よ
り
引
用
掲
載
し
た
。

〈
参
考
文
献
〉

上
田
霊
城
『
浄
厳
和
尚
傳
記
史
料
集
』
名
著
出
版
、
一
九
七
九

藤
谷
厚
生
「『
真
言
修
行
大
要
鈔
』
に
つ
い
て
」
四
天
王
寺
大
学
紀
要
第

六
四
号
、
二
〇
一
七

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

本
不
生
、
本
有
常
住
、
浄
厳
律
師
、『
真
言
修
行
大
要
鈔
』

（
四
天
王
寺
大
学
教
授
）


